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研究デザインは、多施設横断研究である。2015 年 10 月から 2016 年 2 月の期間
に全国 28 施設のプライマリ・ケア診療所で実施した PRimary care OrGanizations 




設に主治医を有する患者とした。社会的孤立は、Lubben Social Network Scaleを用い
て測定を行い、先行研究でのカットオフ値の規定に準じ、12 点未満を社会的孤立あ
りと評価した。プライマリ・ケアにおけるペイシェント・エクスペリエンスは、
Japanese version of Primary Care Assessment Tool（JPCAT）を用いて評価し、総合得点お
よび下位尺度得点 [近接性、継続性、協調性、包括性 (必要な時に利用できるサービス)、包
括性 (実際に受けたことがあるサービス)、地域志向性]を算出した。JPCAT の minimally 
important difference は、先行研究に基づき 3 点と規定した。線形混合モデルにより、対象







JPCAT 総合得点と臨床的に有意な負の関連性を示した (mean difference = −3.67, 95% 
confidence interval: −7.00 to −0.38)。JPCAT下位尺度得点の中で、社会的孤立と臨床的に
有意な関連性を認めたのは、継続性、包括性 (実際に受けたことがあるサービス)、地域志向
性であり、中でも最も関連性が強かったのは、包括性 (実際に受けたことがあるサービス)で












Lubben Social Network Scale を用いて評価した社会的孤立と、プライマリ・ケアにおけ
るペイシェント・エクスペリエンス尺度である Japanese version of Primary Care 
Assessment Tool（JPCAT）総合得点との負の関連が示された (mean difference = −3.67, 








  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成３１年１月７日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
